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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 

 本 研 究 で は 、教 師 がプ ロ ジ ェ ク ト 型カ リ キュ ラ ム の 開 発 に関 わ るよ う に な っ た 契機 や 、カ リ

キ ュ ラ ム ・ デ ザイ ン 能力 の 獲 得 プ ロ セス を 実証 的 に 解 明 し 、日 本 ・ア メ リ カ ・ フ ラン ス 間に お

け る 比 較 教 育 史的 な 考察 か ら そ れ ぞ れの 特 質を 分 析 し 、 能 力形 成 のた め の 条 件 に つい て 考察 す

る こ と を 課 題 とし た 。各 研 究 者 は 、 近代 以 降現 代 に 至 る ま での 、 日本 ・ ア メ リ カ ・フ ラ ンス の

教 師 、 あ る い は実 践 的志 向 の 強 い 研 究者 や プロ ジ ェ ク ト 型 カリ キ ュラ ム を 開 発 ・ 実践 し てい る

学 校 を と り あ げ、 そ こに お け る 教 師 の能 力 形成 過 程 に つ い て以 下 のよ う な 調 査 ・ 研究 を 実施 し

た 。  

 

 橋 本 と 田 中 智志 は 、 2004 年 の 開 校 以 来「 プ ロジ ェ ク ト 」の 時 間 を 設け て プ ロ ジ ェ クト 型 カリ

キ ュ ラ ム の 開 発お よ び実 践 を 行 っ て いる 山 梨学 院 大 学 附 属 小学 校 にお け る プ ロ ジ ェク ト 学習 の

開 発 実 態 、 お よび そ の研 究 実 践 態 勢 をマ ネ ジメ ン ト す る 学 校経 営 に関 す る 調 査 を 実施 し た。 調

査 の 方 法 は 、 授業 実 践の 観 察 お よ び 実践 者 （教 員 ） お よ び 学校 経 営側 （ 教 頭 ・ 校 長） へ のイ ン

タ ビ ュ ー で あ り、そ れによ り カ リ キ ュ ラム の 開発 体 制 お よ び 実践 原 理、Ｐ Ｄ Ｓ サ イ ク ル（ 計 画 、

実 践 、 評 価 ） の実 態 、お よ び 教 師 の 能力 開 発の た め の 学 校 経営 態 勢の 条 件 な ど を 解明 す るこ と

を 目 指 し た 。 さら に 、同 校 の よ う な 現代 的 な実 践 事 例 の な かに 見 られ る プ ロ ジ ェ クト 活 動の 特

質 に つ い て 、 現代 フ ィン ラ ン ド に お ける 「 手工 」 を 中 心 と する プ ロジ ェ ク ト 型 カ リキ ュ ラム 、

大 正 新 教 育 期 にお け る明 石 女 子 師 範 学校 附 属小 学 校 お よ び 池袋 児 童の 村 に お け る プロ ジ ェク ト

活 動 の 実 践 、 シカ ゴ 大学 実 験 学 校 （ デュ ー イ・ ス ク ー ル ） のオ キ ュペ ー シ ョ ン な どに 見 られ る

プ ロ ジ ェ ク ト 活動 と の比 較 史 的 検 討 を行 い 、そ れ ら に 共 通 する 実 践原 理 の 共 通 性 とそ こ に必 要

な 教 師 の 能 力 の特 質 を明 ら か に し た 。な お 、この 研 究 の 成 果 の一 部 は 2012 年 2 月 に 刊 行 し た 共

著 に お い て 発 表し た 。  

 ま た 、遠 座 は 、 20 世紀 初 頭 に ア メ リカ で 盛ん に 開 発 さ れ たプ ロ ジェ ク ト・メ ソ ッ ド の 理論 的

実 践 的 系 譜 の 解明 と 、そ の 日 本 へ の 受容 過 程に つ い て 調 査 を進 め た。 ア メ リ カ に おい て は、 プ

ロ ジ ェ ク ト 研 究の 拠 点で あ っ た コ ロ ンビ ア 大学 テ ィ ー チ ャ ーズ ・ カレ ッ ジ の 教 授 ボン サ ー

（ F.G.Bonser）に よ る産 業 科 を 中 心 とし た プロ ジ ェ ク ト 型 のカ リ キュ ラ ム 開 発 に 注目 し 、そ れ

が 彼 の 初 等 普 通教 育 のカ リ キ ュ ラ ム 思想 に 基づ く も の で あ った こ とを 明 ら か に し た。 ま た日 本

に お け る プ ロ ジェ ク ト・ メ ソ ッ ド 導 入の 主 要な 窓 口 と な っ た東 京 帝国 大 学 教 育 学 講座 の 研究 活

動 に つ い て 、 その 中 心人 物 入 澤 宗 寿 に注 目 して 、 彼 の 情 報 収集 活 動と 受 容 の 特 質 を解 明 した 。  

 田 中 優 美 は 、近 代 日本 に お い て 幼 児教 育 カリ キ ュ ラ ム が 開発 さ れる 過 程 に お け るア メ リカ 進

歩 主 義 教 育 の 影響 に 注目 し 、 そ の 幼 児教 育 情報 を も た ら し たア メ リカ 人 教 師 （ 宣 教師 ） とそ れ

を 受 容 し た キ リス ト 教系 女 学 校 に お ける カ リキ ュ ラ ム 開 発 過程 に つい て 調 査 し た 。特 に 、広 島

女 学 校 の 事 例 につ い てそ の 史 料 調 査 を実 施 し、 幼 稚 園 カ リ キュ ラ ム開 発 の た め の 保育 者 の能 力

形 成 が ど の よ うに 考 えら れ て い た の かを 考 察し た 。  

 同 時 に 、 北 詰と 橋 本、 田 中 智 志 は フラ ン スに お け る プ ロ ジェ ク ト型 カ リ キ ュ ラ ムの 系 譜お よ

び 実 践 的 特 質 に関 す る先 行 研 究 の 調 査を 行 った 。  

  



研究成果発表方法  
・田 中 智 志・橋 本 美保『プ ロ ジ ェ ク ト 活動 ― 知と 生 を 結 ぶ 学 び』東 京 大学 出 版 会 、2012 年 2 月 。 

・ 橋 本 美 保 「 及川 平 治― 教 職 の 覚 醒 を引 き 起こ し た 大 正 新 教育 運 動の 指 導 者 」 沖 田行 司 編『 人

物 で 見 る 日 本 の教 育 』ミ ネ ル ヴ ァ 書 房、 2012 年 4 月 、 205～ 212 頁 。  

・遠 座 知 恵「 入 澤 宗寿 によ る プ ロ ジ ェ クト・メ ソッ ド の 受 容 ― 情報 収 集の 実 態 と 特 質 」『東 京 学

芸 大 学 紀 要 』 総合 教 育科 学 系 Ⅰ 、 第 63 集 、 2012 年 2 月 、 21～ 32 頁 。  

・田 中 智 志「 プロ ジ ェ クト 活 動 と 知 ― 表象 知 と生 の 経 験 」『 東 京大 学 大学 院 教 育 学 研 究科 基 礎教

育 学 コ ー ス 研 究室 紀 要』 第 37 号 、 2011 年 6 月 、 1～ 10 頁 。  

・ 橋 本 美 保 「 フィ ン ラン ド に お け る プロ ジ ェク ト 活 動 と し ての 「 手工 」 ― そ の 教 育史 的 特質 と

実 践 原 理 」『 日 本カ リ キュ ラ ム 学 会 第 22 回 大 会発 表 要 旨 集 録 』 2011 年 7 月 、 189～ 190 頁 。  

・ 遠 座 知 恵 「 進歩 主 義教 育 に お け る イン ダ スト リ ア ル ・ ア ーツ の 編成 原 理 ― F.G ボ ン サ ーによ

る カ リ キ ュ ラ ム開 発 の特 質 と そ の 日 本的 変 容に 注 目 し て 」『 日本 カ リキ ュ ラ ム 学 会 第 22 回 大

会 発 表 要 旨 集 録』 2011 年 7 月 、 143～ 144 頁 。  

・ 遠 座 知 恵 「 F.G.ボ ンサ ー に よ る 初 等教 育 カリ キ ュ ラ ム の 開発 過 程― イ ン ダ ス ト リア ル ・ア ー

ツ の 性 格 と プ ロジ ェ クト の 系 譜 」『 教 育史 学 会第 55 回 発 表 要 項 集 録 』 2011 年 10 月 、 92～ 93

頁 。  

・ 田 中 優 美 「 1900 年 代ア メ リ カ に お ける 幼 稚園 教 員 養 成 の 実情 ― 国際 幼 稚 園 連 盟 （ IKU） によ

る 養 成 カ リ キ ュラ ム の標 準 化 」『 日 本 カリ キ ュラ ム 学 会 第 22 回 大 会 発表 要 旨 集 録 』 2011 年 7

月 、 131～ 132 頁 。  
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